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これらの歴史文化(生 自然環境の合流する池、
そこに誕生した(のが天王森泉公園です。
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纏点

開園準備機関から現在に至る23年を超える間、

天王森泉公園につどう公園ボランティアによって、

みどりは守られ、季節に合わせた催 しが行われています。
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里山の自然・生物多様性

維持する腫|よ、人の手入れが

不可賛です

多くの人が講れ、畳しんでもらいたもヽ

‐`
 ・「1.・  _~‐'3:)■

.:.c:]撃
3.■:0,こ

1.,,〕輝 骨 31_:

薄:‐・ 薔́

|^ン IFた ち

地1或の人たちの
憩いの燿に…

_ヽプ :Ⅲ‐嵐

出 ハ

k.響

|卜 織千入71

壼輩t鼻
講量

管理運藤委員塞

_ヽ〆

ぶ骨わい
.嘔報

等事山筆麓

最来へつなぐ 維持可肯置

曇んげ彗

tプ 録し1尋

本 F」 む斃で幕tt,1

畿拳‡こ

気持鶴tl輔 静ギ111111l t,ヽ こう
献隻罵ゞごいね

鞣棒 i撃

戴J〕 書幕力:体爵員■港苺

天王森泉公園 (てんlbう もりいずみ公園)て、不悪議な名前、

天に虫のIPを重ねてごらん、蚕のことさ
森は畢E山林が広がつていることさ

泉はホo,ルやワサビがあるつてことさ
最後に、王の字にかぶせ1にごらん、これらが全て揃つていることなのさ
訪れた人は皆が言うよ、司kた来ようネ。そして今度は見てみようかな、、、

大土翻長泉館と蚕の歴史について、
野革1自や竹林散策もいいかな、

公園活動をしているボロ,ンティアの人達といろいろ話もしてみたいな

これからも歴史文化と自然を受け継ぎ、
ここを訪れる市民に愛される心体まる公園であり続けます。

‐
ヽ

ヽ

ヽガ

亀がし1番 鷲

ヽ
… =.`

デ 卜 晏

F
、ゝ♂

亀

F√

作成 :横浜市環境創造局南部公園緑地事務所、天王森泉公園管理運営委員会
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